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戦後伝統産業地域における歴史文化観光政策

―佐賀県有田町のマスタープラン策定を中心に―

山 田 雄 久

概要　日本の伝統産業地域では，高度成長期以降，国際交流を通じた産業発展を目指す動き

が始まった。１９７０年代には「古伊万里・里帰り展」の開催を通じて，ヨーロッパへ輸出した

有田焼に対する歴史的評価が高まり，１９７９年に有田町はマイセン市との国際交流を開始した。

有田町では，佐賀県立九州陶磁文化館の設置や有田窯業大学校の開設などを通じて海外の専

門家との交流を図り，歴史文化観光の発展が導かれた。１９８０年代の有田ではマスタープラン

の策定を通じて観光政策に対する議論が本格化し，１９９０年代には陶磁器をテーマとした国際

的な観光事業を推進した。

Abstract　The industrial development through international exchange began in production 

areas of traditional industry.‘Koimari�satogaeri’Exhibition enhanced historical 

evaluation of Arita porcelain, and cultural exchanges with Meissen in Arita started 

in １９７９.　The Kyushu Ceramic museum and the Arita College of Ceramics were established 

for the international exchange of specialists to research Arita porcelain industry.　

History cultural sightseeing developed in １９８０’s and master plans in Arita town cre-

ated the argument to the sightseeing policy of Arita porcelain production areas.　

In １９９０’s, Arita town aggressively promoted tourism of ceramic industry.
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は　じ　め　に

佐賀県有田町は日本磁器発祥の地として知られ，２０１６（平成２８）年には「日本磁器発祥・

有田焼創業４００年記念」事業が実施された�。本稿は有田焼の歴史と文化に基づき，伝統産

業集積地である有田町で観光事業政策を展開するに至った経緯について確認し，戦後日本

の陶磁器産地を中心とする地域経済の変化について再評価を行うことを目的とする。

有田焼産地では明治期以降，輸出陶磁器に加えて国内向け高級陶磁器の生産を拡大する

ことによって，近代日本の陶磁器業界をけん引する役割を果たした。近世陶磁器の研究が

深化する中で，有田焼産地では古伊万里や柿右衛門，鍋島などの近世期における有田焼に

対する確認作業が進み，肥前磁器の技術的発展に対して検討が加えられた�。１９７０（昭和

４５）年の欧州使節団によるドレスデン訪問，１９７５年開催の福岡大博覧会におけるドレスデ

ン陶磁美術館所蔵有田磁器を展示する「古伊万里里帰り展」などの動きを受けて，有田町

は１９７９年２月９日にドイツのマイセン市と姉妹都市提携を締結したのである。

以上の１９７０年代における動きの中で，有田町は国際的な歴史文化観光地として町内の環

境整備を進めた。１９６６（昭和４１）年に有田町は有田焼創業３５０年祭を挙行し，町内のイン

フラ整備を進めることによってさらなる飛躍を目指したのである。本稿では有田町のリー

ダーであった岩尾新一や有田焼業界の振興に寄与した下平尾勲のプランを紹介するととも

に，青木類次町長が中心となって策定した『有田町総合計画書』（マスタープラン）を取

り上げ，有田町が重視する歴史文化観光政策の動向について検証を試みる。

１９８５年に取りまとめた有田町総合計画書での観光計画については，１９９６年開催のジャパ

ンエキスポ「世界・ の博覧会」を通じて具体化が進み，有田町は新たに『有田町新総合

計画書１９９７』のビジョンを打ち出した。国際博覧会開催を機に，歴史文化観光政策をいか

なる形で推進しようとしたのかを明らかにするべく，本稿では有田町総合計画（マスター

プラン）ならびに佐賀県を中心として取りまとめた「世界・ の博覧会」実施計画につい

て取り上げ，若干の検討を加えたい。
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� 日本磁器誕生・有田焼創業４００年事業実行委員会編『日本磁器誕生・有田焼創業４００年記録誌』，
２０１７年では山口隆敏町長が「有田焼の産地として，創業４００年という大きな節目を次の５０年・１００
年に向けた新たなスタートとするべく，『産業の振興』『観光の振興』『伝統文化の振興』の視点
で人づくり・まちづくりにつながる取組みを推進」したと述べている。
� 近世の肥前磁器に関しては，三上次男をはじめとする近世考古学の研究において貴重な成果が

発表されてきた。また世界 大の有田焼コレクションを生み出した柴田明彦の活動は有田の陶磁
器業者に新たな視点を提示し，有田焼の製品開発に対する考え方に大きな影響を与えた。
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Ⅰ　有田焼創業３５０年事業の推進

　�　ドレスデン里帰り展と大有田焼展

１９６６年に有田町では有田焼創業３５０年祭を開催し，式典・行事・事業・広報の各分科会

を設置して有田焼創業３５０年事業を実施する計画を立案した。創業３５０年記念事業として①

陶祖李参平碑等の修築及び周辺の整備，②陶工碑建設，③大韓民国との交流，④有田町史

の編纂，⑤有田窯業振興のための諸事業計画の推進が提起され，県立国際陶磁美術館の建

設や県立窯業短大の設立，県立窯業試験場の改築などが有田焼の振興策として位置付けら

れた�。李参平碑ならびに陶工碑は有田焼の歴史的顕彰重要な施設であり，歴史公園整備

の第一歩として位置付けられた。古文書など歴史的資料の収集と保存，公開のための施設

として有田町では歴史民俗資料館を設置し， 新の研究成果を有田町民や歴史研究者だけ

でなく一般観光客へと紹介するための重要な展示施設として活動を開始した。

〔史料１〕

「有田焼三百五十年祭は，先づ暗い有田町の街路に明るく街路灯を点灯する所から幕が

開いた。この後の陶都大有田として，区域的にも産業的にも更に一般の飛躍が予想される。

バイパスの建設，テレビ，電話の便利化，国際大美術館の建設，窯業大学の設立等数多く

のテーマが目白押しに明日の有田への夢を投げかける。磁器の用途も更に拡がって単に飲

食器，装飾品から工業用品，建築用材と更には室内装飾からガーデンウェアと，「凡ゆる

近代生活に磁芸の美を」「原子時代に高性能の窯業品を」と広く深く高い目標を示唆して

いる。」�

有田商工会議所の岩尾会頭が自社の社内報『藍』に記したように（史料１），有田焼創

業３５０年祭を有田焼業界にとって不可欠な事業として位置付け，次の５０年への産業的飛躍

を達成するための重要な足掛かりとして多くの事業計画を打ち立てた。日本磁器の発祥地

として知られる有田では，香蘭社の深川正団長をはじめとする「七人のサムライ」が１９７０

年に当時の東ドイツ地域を訪問し，ドレスデン陶磁美術館地下倉庫に眠っていた近世期の

有田焼の調査・視察に成功した。同館所蔵の古伊万里・柿右衛門のコレクション１,５００点の
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�　「有田焼創業３５０年祭準備委員会分科会々議要領」（富右エ門窯所蔵『瀬戸口家文書』所収）。
�　岩尾新一「三百五十年祭に因て」（岩尾磁器工業株式会社社内報『藍』第４３号，１９６６年）。
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うち，名品１５０点を福岡大博覧会で展示する「ドレスデン里帰り展」を１９７５年に福岡・京

都・佐賀・東京・名古屋の各地で開催するとともに，翌年には有田商工会議所の大有田焼

振興会が三越本店・大阪 島屋で第１回大有田焼展を実施した�。

大有田焼展では古伊万里・柿右衛門などの名品を展示し，１７世紀にオランダとの貿易を

通じて有田焼が国際的に評価された歴史的事実を国内で紹介することに成功しており，伝

統産業である有田焼の歴史的価値を周知するための活動として展開した。大有田焼展はそ

の後，１９７９年に設立した大有田焼振興協同組合の事業として継続して実施することになり，

有田焼の PR を行う恒例行事となる一方で，有田の歴史と文化を広く内外に発信する上で

の重要な機会を提供した。

有田焼業界の産地診断を担当した福島大学の下平尾勲教授は，民俗資料館や陶芸文化セ

ンターの建設を中心とする公共施設の拡充が産地内部人々の移動に影響を与えるとし，青

年商工会議所が中心となって町づくり計画の方向付けを行っている現状に対して�面積二

七平方キロメートル，人口一万六千人，工業出荷額一千億円を目標とした焼物（関連産業

を含めた）の生産と販売に基礎をおく新しい産業都市，�産業と三六〇年の歴史と自然と

人々の暮らしの調和のとれた文化性の豊かな都市，�日本だけでなく世界で一流の焼物産

地をめざす町づくり，焼物の生産・販売ばかりでなく，世界から焼物のために訪ねられる

ような魅力ある都市の３点を基本的ビジョンとして提示している�。

有田町のマスタープラン策定に関しては，下平尾の提言を受けて，有田町が総合計画策

定について町民の提言・意見・要望を求め�，１９８０年には有田町に待望の佐賀県立九州陶

磁文化館が開館した。同館「設立の目的」には「佐賀県立九州陶磁文化館は，肥前磁器を

はじめ，各地域において独自の伝統を継承発展させてきた九州の陶磁器に関し，その文化

遺産の保存と陶芸文化の発展に寄与する目的で設立されました。そのために，歴史的，美

術的，産業的にみて重要な資料をあまねく収集・保存・展示し，あわせて調査研究や教育

普及活動をおこないます。したがって本館は，九州の陶芸文化に関する総合的施設の位置
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� 山田雄久・吉田忠彦・東郷寛『戦後日本伝統産業地域の組織変革―有田焼産地における企業者
活動の歴史分析―』近畿大学経営学部，２０１９年。
� 下平尾勲『現代伝統産業の研究― 近の有田焼の経済構造分析―』新評論，１９７８年では，有田

における町づくりの基本方針として次のように述べている。「産地の基本目標あるいは理想は住
民それ自身によって決められるべき性質のものであるが，こうした目標はあるいは理想に導かれ
た方針によって，駅前の開発，陶芸文化センター，民俗資料館，有田焼会館をはじめとする公共
施設が位置付けられ，工場と住宅の分離，駐車場の設置，観光諸施設の整備と拡充，福祉施設，
教育・文化・体育施設の設置が行われ，これらの諸建物との関連で大小の道路の整備が行われる
こととなる。」
� 下平尾勲「町づくりの考え方」，三井所清典「２１世紀の有田マスタープランを考えるにあたっ

て」（『広報ありた―町づくり構想に提言を―』６５号，１９７８年）。
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にあるばかりでなく，国際的にも注目される存在となることをめざします。」と明記し，

有田が陶磁器の歴史や文化に関して国際的に注目される地域となることを同館設立の目標

として掲げている。

また，開館記念特別展『九州陶磁展―その展開と継承―』（１９８０年１１月２日～１２月７日）

の開催要項には「本展は，当館の開館を記念する意味を持ちまして，公私立の博物館，美

術館を始め著名なコレクターの御理解あるご出品と，当館の新所蔵品とにより，九州の陶

磁器に影響を与えた中国，朝鮮の陶磁器をはじめ，江戸時代の九州各窯の特色を示す伝世

品や参考資料を一堂に集め，地域別，系譜別に展示し，その歴史と技芸を紹介し，あわせ

て近代の代表的な作品及び現在九州各地で活躍されている著名な作陶家の秀作を企画展示

するものであります。」と記された�。同館の活動内容を示した表１にみられるように，九

州の古陶磁を展示するだけでなく，日本の陶磁器に影響を与えた中国・朝鮮陶磁器に加え

て近現代の陶芸作家の作品を紹介することによって九州の陶芸文化を世界へと発信し，国

際交流を図る拠点として活動を展開したのである。

青木類次有田町長は１９８１年の年頭挨拶で，有田が独自の本格的観光の時代を迎えること，

窯業界の発展を支える人材の養成を目的とした窯業大学校の構想が進行中である現状につ

いて町民に呼びかけた�。有田焼創業３５０年事業の実施にあたり，有田町では歴史と文化に

基づく観光都市として発展すべき方向性についてコンセンサスが得られる状況にあり，

１９８０年代にも基本的にこの路線を踏襲する形でまちづくりが進行したと考えられる。有田

町は１９７９年にマイセン市との間で姉妹都市の友好関係を結び，同市との文化交流が本格化

した。同年２月９日にホテルニューオータニで「有田町・マイセン市姉妹都市調印式」を

挙行し，青木有田町長と国立マイセン製陶所総裁カール・ピーターマンとの間で文書を交

わした。同年９月には，鍋島直紹参議院議員ほか３９名の欧州三大窯業視察団がマイセン市

を訪問し，以後青木町長は１９９０年までに合計６回東ドイツを訪問している�。

１９８３年には九州陶磁文化館で「佐賀県政１００年記念　マイセン磁器とドレスデンの古伊

万里名品展」を開催してマイセン国立磁器製作所所蔵のマイセン磁器１３５点ほかを紹介し

た�。さらに同館では佐賀県政１００年記念展示として近代の肥前磁器を企画展示し，現代の

有田焼につながる技術的な系譜についても積極的に取り上げた�。考古学的研究に加えて，
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�　『年報　昭和５５・５６年度 No.１』佐賀県立九州陶磁文化館，１９８２年，１５頁。
�　青木類次「有田町民の発奮を期して」『広報ありた』９５号，１９８１年。
�　１９８８年に青木類次はマイセン名誉市民として表彰された。『さが１００年の物語―２０世紀の群像―』

佐賀新聞社，２００１年，３２４頁。
�　『年報　昭和５８年度 No.３』佐賀県立九州陶磁文化館，１９８４年。
�　『県政百年記念　近代の九州陶磁展―明治・大正・昭和―』九州陶磁文化館，１９８３年。
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表１　九州陶磁文化館の主要展示（１９８０-８３年度）

展示内容作品展・企画展開催日程

〔１９８０年度〕

開館記念特別展九州の陶磁展―その展開と継承―１１.２�１２.７

ペンシルベニア大学教授ケネス・バイテル作陶展１.１０�２.８

彩土会第１回陶画展日本画巨匠の陶画展３.２０�４.５

〔１９８１年度〕

第７８回有田陶器市九州山口陶磁展（美術工芸の部）４.２９�５.７

第２０回日本現代工芸展（３月）第１回現代工芸肥前支部作陶展６.１６�２８

水辺喜一郎氏寄贈真葛香山展９.１�２５

特別企画展世界の現代陶芸展１０.３１�１２.６

ブルーノ・ダネーゼ社（ミラノ）エンツォ・マーリ磁器の美１.２８�２.１４

磁州窯写，高麗鉄絵ほか宋元里陶芸展３.１３�２２

〔１９８２年度〕

喜寿記念個展県有作陶回顧展４.３�１１

１９７８年有田町教育委員会調査長吉谷古窯出土品展４.１３�２３

第７９回有田陶器市九州山口陶磁展（美術工芸の部）４.２９�５.１６

第２１回日本現代工芸展第１回現代工芸美術九州会展６.１５�２７

鍋島藩窯製品１５０件ほか鍋島藩窯跡発掘記念　色鍋島展７.１１�８.１

特別企画展１７世紀の景徳鎮と伊万里１０.３０�１２.５

試作品１４８点展示佐賀県・長崎県窯業試験場試作品展１２.１２�１９

「工芸・彫塑・工作」展第１回西松浦郡小中学校児童生徒展１.２２�３０

鍋島直紹先生収集資料鹿島鍋島家コレクション展３.１５�２７

〔１９８３年度〕

第８０回有田陶器市九州山口陶磁展（美術工芸の部）４.２９�５.１５

日本新工芸西九州陶芸部第１回新工芸西九州工芸展５.２４�６.５

ヘッツェンス美術館（ドイツ）海外展　江戸時代の日本磁器６.１２�８.２１

第２２回日本現代工芸展第２回現代工芸美術九州会展６.１４�２６

佐賀県政１００年記念柿右衛門の世界展７.９�８.７

年次課題「皿」一般公開第２０回陶磁器試験研究機関作品展８.１４�２１

佐賀県政１００年記念マイセン磁器とドレスデンの古伊万里名品展９.２４�１０.２３

佐賀県政１００年記念近代の九州陶磁展―明治・大正・昭和―１０.２９�１２.４

「工芸・彫塑・工作」展第２回西松浦郡小中学校児童生徒展１.２１�２９

〔出所〕『佐賀県立九州陶磁文化館年報』No.１�３，１９８２�８４年。
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文献史学や美術史の研究成果を総合的に駆使する形で，近代日本の陶磁器研究が肥前地域

で進展した点は注目に値する。九州陶磁文化館は柴田明彦・祐子夫妻の世界 大の古伊万

里コレクションの寄贈を１９９０年以降受ける形で，現在も世界的な古伊万里研究の拠点とし

て機能し続けている�。

有田町は九州陶磁文化館に続いて有田窯業大学校や佐賀県立窯業技術センターの設置を

実現し，中京地区と並ぶ国内陶磁器研究の中心地となった。また，有田町は近世以降の歴

史や文化を今に残す伝統産業地域として存続していることから，１９７９年より４年間にわた

る古窯分布調査ならびに有田内山地区を中心とした町並保存と伝統的建造物群の調査を行

うことで，古窯と町並の保存，観光客を念頭に置いた見学コースの設定について提言がな

された�。このようにして，有田町では伝統的建造物群の町並と古窯に関する情報を一般

に提供するための町並センターを設置する構想を打ち出すなど，有田内山地区を中心とし

た歴史と文化に基づく観光事業の取り組みについて本格的に議論を開始した。

�　佐賀県立有田窯業大学校の設立

有田町では１９８４年に県立窯業教育施設整備の動きが加速し，佐賀県立有田窯業大学校の

建設に向けて青木町長が中心となり有田窯業大学校建設促進協力会を立ち上げた。職人の

数が限られる中で，有田焼業界では伝統工芸士の育成が急務の課題となり，有田窯業大学

校ではロクロ成形や絵付けによる加飾など，陶磁器製造の伝統的技法を学ぶための人材養

成を行う必要があるとの考え方が強まった。有田町では歴史と伝統の息づく陶磁器産地と

して存続することが重要な町政のテーマとなりつつあり，陶磁器業界の人材育成に関して

も，日本で 初の工業教育機関の一つとして１８８１（明治１４）年に誕生した勉脩学舎をその

源流に持つ有田工業高等学校に加え，伝統産業の存続を目的とする専門的教育機関の必要

性が次第に認識されたのである。有田窯業大学校には，陶土室・施釉室・彫塑造形室・石

膏型製作室・成形室・加飾実習室・窯室・絵画室・製図室・理化学実験室などが整備され，

２
　

 年間で専門的技術を修得するための専門課程（陶磁器科）と，短期研修の課程が設置さ

れた�。

専門課程は製造技術専攻と企画デザイン専攻に分かれており，製造技術については各種

製造機械を利用した陶磁器原料の精製をはじめ，各工程の専門的能力を身に付けるととも

1305

�　「有田磁器（柴田夫妻コレクション）」は２００６年に第１回・国の登録有形文化財（美術工芸品）
に指定された。
�　『有田古窯跡群と町並　第Ⅳ次・提言編』財団法人観光資源保護財団，１９８３年。
�　「昭和６０年度佐賀県立有田窯業大学校学生募集要項」。
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に，陶磁器原料や焼成品についての物性測定など，理化学機器を用いた技術習得が可能と

なるプログラムを提供した点で，有田工業などの高等学校における基礎的教育と異なる要

素を持ち合わせていた。企画デザインについては，陶磁器の商品企画や開発を目的として

陶磁器デザインや各種加飾技法，原型製作や販売企画について修得することが期待された

のであり，入学生については有田町だけでなく伊万里市や山内町，長崎県波佐見町など近

隣地域，そして他県からの入学者が数多くいた。有田窯業大学校の卒業生は有田町で就職

したほか，陶磁器業界や陶芸の分野で活躍することになり，有田焼の将来を担う人材と

なった。有田焼業界の後継者が県外の大学を卒業後，有田窯業大学校へ入学して専門的技

術を修得したことからも，有田焼産地の存続を可能にする上で不可欠の教育機関として機

能したと評価できる。

有田窯業大学校運営協議会の幹事として，梶原茂弘（しん窯）・篠原啓一郎（篠原商店）・

川副敏郎（青山窯）・徳永隆一（徳永陶磁器）・福田雅夫（福珠窯）などの有田焼業界の

リーダーが参画し，有田窯業大学校は地域産業と密接な関係を有しながら伝統産業の人材

育成に取り組んだ�。九州陶磁文化館の開館，有田窯業大学校の開設などを経て，有田町

は他県の人たちが訪れる国際的文化都市として生まれ変わった。有田町では１年を通して

大のイベントとなる陶器市において数多くの観光客が訪れ，陶磁器業者が業務用食器を

中心とする有田焼を仕入れるため有田を来訪する状況であったが，次第に一般客が観光を

目的として有田町を訪れるようになり，観光都市として有田町を整備する必要性が高まっ

た。有田商工会議所の岩尾新一会頭は，史料２にみられるように有田陶器市が一般観光客

による重要な購買の機会へと発展を遂げた現状について指摘している。

〔史料２〕

「今年八十一回目を迎えた有田陶器市は，四月二十九日から五月五日迄一週間八十六万

人の人出と売上十七億の好成績を挙げる事が出来，ここ数年の百万目標の現実味が感ぜら

れ，近き将来に更に又新しい，更に飛躍した目標を打出せそうな積極的な気運が予知され

る状態になった事は，御同慶の至りである。この五月のゴールデンウィークに於ける好季

と行楽の組み合わせられた民族移動的大集団が僅か一万五千の町に押し寄せ，而も高級有

田焼を求めたいと購買意欲を有って蝟集するという有効有意義なイベントは，他に類を見

ない行事である。」�
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�　『佐賀県立有田窯業大学校１０周年記念誌』佐賀県立有田窯業大学校，１９９５年。
�　岩尾新一「陶器市三感」（前掲『藍』２５５号，１９８４年）。
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有田町青年会の深川六助が主唱し，「蔵ざらえ・大売出し」の場として第１９回陶磁器品

評会にあわせて有田陶器市の開催を実施したのは，有田焼創業３００年を迎える１９１５（大正

４）年のことであり，１９１７年には有田町で「陶祖李参平三百年祭」を挙行した�。有田陶

器市への来場者が年を追うごとに増加を続け，戦後の有田は商人の町から観光客来訪の町

へと変貌を遂げつつあった。有田町の代表的産業用磁器メーカーである岩尾磁器工業の岩

尾会頭も，日本有数の歴史文化をテーマとする観光地として有田町の魅力を発信すること

が肝要であるとし，有田観光の環境整備について数々の指摘を行っている。

〔史料３〕

「この二十年間有田焼浮揚と云う見地から政経手を取って原則的には半々の費用と責任

を分担して PR や積極策をやって来たが，ここに来て今迄通りでは一つの限界に来た事に

共感する所がある。この辺で今社会経済凡てが直面している様に，この有田，又は有田焼

発展策も発想の転換をやるべき段階に来ている事がそれである。

具体的，例示的に云えば有田陶器市を広範囲に拡げ，伊万里，西有田，山内，波佐見，

三河内に拡げゴールデンウィーク中大宣伝をやる。要すれば今迄手をつけなかった東京以

遠迄テレビ宣伝をして嬉野，武雄に二・三泊して有田陶器市を見て長崎，平戸を観光して

帰りには唐津の風光を愛で乍ら博多ドンタクを見て帰ると云う風な大規模観光に切り換え

たらどうか。更に又，之に自信を得れば年中陶器市にこのルートを結びつける事は出来な

いか等の雄大な構想である。」�

かつて佐賀県議会議員を務めた岩尾会頭と青木町長は同期の間柄で，有田町政に関する

見方を示した史料３では，有田観光が有田焼発展策の一つとして提言されている。有田陶

器市はゴールデンウィークの期間，有田駅～上有田駅まで歩行者のみの通行区間として観

光客の移動を優先する形となり，江戸時代以来の表通りが戦争による被災もなく今もなお

そのままの形で残る一方で，有田の内山地区では観光客向けの歩道整備が進んでいないな

ど，観光客に向けたルート設定が十分でなかった。１９８０年代には有田内山の町並保存地区

を中心とした観光都市のインフラ整備が課題となり，有田町のマスタープランを作成する

形で町民のコンセンサスを得ることが必要になった。１９７８年の有田町総合開発基本構想に

係る懇談会を受けて，１９７９年には有田町総合開発企画委員会の設置，第１回有田町総合開
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�　松本源次『 の里有田の歴史物語』，１９９６年。
�　岩尾新一「同期同感」（前掲『藍』２５７号，１９８４年）。



第６８巻　第３号

─　　（　　）─398

発審議会の開催が実現し，１９８４年の有田町総合開発審議会への諮問を経て，１９８５年に『有

田町総合計画』の答申，有田町議会での議決をみたのである。

Ⅱ　『有田町総合計画』（１９８５）の策定

　�　「町民の意見を聞く集会」の開催

『有田町総合計画』策定に際して，町民の代表者から意見を聞く集会が１９８４年３月２日

に有田商工会議所で開かれ，各方面から率直な意見や提案が寄せられた。とりわけ有田焼

の業界に関わる文化財や観光について数々参考となる提案がみられ，有田町総合計画にそ

れらの意見を反映させる形で原案の作成がなされた。「町民の意見を聞く集会」での意見

発表者を示した表２にみられるように，有田町の陶磁器業・農業・商工金融などの業界関

係者，商工会議所・青年会議所や教育関係団体，区長会，婦人会，労働者福祉協議会，警

察署などから選ばれた代表者が有田町の現状に対する見解を述べている。

区長会（手塚信雄）の意見を示した史料４によれば，有田内山地区の観光について観光

コースを設定し，現地に説明板を設置するなど外国人の観光客に向けた伝統的建物保存地

区での観光や有田焼の買物客への対策を行うべきとの提案がなされた。そこで，有田町観

光の施設を整備すべき状況については以下のような具体的対策が示された。

〔史料４〕

「自然の景色が美しく，町並の景観が良く，陶磁器に関する智識が勉強出来て焼物の買

物を楽しむことが出来る観光にはこの上なく恵まれた環境を大いに生かすべきである。（中

略）

陶祖の宮である陶山神社を有田町観光の出発点とするべきであり札の辻交差点より陶山

神社までの道路の拡張と少くとも大型バス五台以上が駐車出来る駐車場を確保し，この地

を基点として有田の町並の観光，又は有田焼の買物，白川―有田ダム―応法又は健脚向き

には白川―有田ダム―黒髪山―龍門又は乳待坊―黒髪自然少年の家コース等のハイキング

コース，その他有田旧部落名の表示板史跡の標示板にそれの説明板の設置等又外国への 

PR はどうするか，外人の買物に対してそれの発送等はどうするか等を色々な問題があり

ますので，有田町観光振興会の様なものを設置してこの問題を研究すべきと考えます。」

高度経済成長期にモータリゼーションが進み，自動車やバスで有田を来訪する観光客が
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多くみられたため，有田の周辺地域から内山地区に訪れる観光客が利用できる駐車場など

のインフラの整備が必要であることが指摘された。有田町観光では有田焼の買物が念頭に

置かれて議論されており，有田焼直売協同組合（野田政男）の意見を示した史料５にみら

れるように，有田焼の販売業者からも同様の観光客に向けたサービスの提供に関する意見

が出されていた。 
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表２　「町民の意見を聞く集会」意見発表者

氏名所属組織

重永　輝利有田警察署１

古川　孝弘教育関係団体（体育）２

宮田　清登陶都有田青年会議所３

小島　啓光大有田焼振興（協）４

林　　市枝有田町婦人会５

宮原　孝嘉金融協会６

岸川　　博有田町農業（協）７

手塚　信雄区長会８

蒲地　孝典陶都有田青年会議所９

南部　ミツ教育関係団体（文化）１０

岸川　秋二商店連盟１１

池田　重雄区長会１２

岩永　正徳陶都有田青年会議所１３

大屋　昌之PTA１４

岩尾　章子有田町婦人会１５

梶原　茂弘佐賀県陶磁器工業（協）１６

野口　正智有田町地区労働者福祉協議会１７

野田　政男有田焼直売（協）１８

川内　雅博肥前陶磁器商工（協）１９

音成多喜男教育関係団体（学校）２０

篠原　文雄有田焼卸商業（協）２１

蒲地　昭三有田商工会議所２２

寺崎　康子勤労青少年ホーム利用者２３

〔出所〕有田町・有田町総合開発審議会「有田町総合開発計画につい
ての町民の意見を聞く集会」，１９８４年。
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〔史料５〕

「第一に他県市町村より人が集まる様に心掛け魅力ある市街地にせねばなりません。そ

れには観光に力を入れ，観光資源の新発掘と充実と開発再現及び又観光客の受け入れ態勢

を充実せねばなりません。又，有田へ来る観光客よりの意見や感想の受承り所を設置して

そのデータをとり，観光客の事を聞き見当する。（中略）

町並の美化と共に も重要なのが駐車場の確保で有る。これからの街作りは（商業圏作

りは）駐車場と共に併行して行かねば効果を十二分発揮できぬ。

商業圏を繁栄させるには，陶器市を年二回，五月と十月頃実施したらどうだろうか。昨

年は卸団地も茶碗供養をキャッチフレーズにミニ陶器市を実施，他にも二軒程実施し活性

化を計り，それなりの成果を上げて人寄せを考へて居る様です。」

有田町では町外から陶磁器関係の業者が数多く来訪することから，有田焼卸団地の開設

や大有田焼会館の建設など陶磁器業者の利便性を重視した町として発展を遂げてきたため，

有田陶器市を主要な観光のイベントとして位置づけた有田では観光客向けの駐車場や公衆

トイレといった公共施設の整備が遅れていた。鉄道から自動車へと観光客の移動手段が変

化していく時代に，大型バスなどが乗り入れる駐車場が町の中心部に存在しないのは不便

であるとの認識が持たれたのである。バイパスが町の郊外に建設されると，商業施設は内

山地区から外山地区へとその中心を移しつつあった。毎年ゴールデンウィークに開催する

陶器市を秋にも開催する案など，観光客の時期的分散と通年観光へのシフトが観光面での

大きな課題となった。

陶都有田青年会議所（蒲地孝典）の意見では，有田が新しい時代への転換期にあたり，

業界振興策として各人の自覚と努力が必要であること，明治維新の思想について再確認す

ることによって若い指導者の活躍と維新の変革に対する理解が重要であるとの指摘がなさ

れた。近世だけでなく，明治維新の時代に有田の窯焼や貿易商人が世界で活躍し，現在の

有田の基礎を築いた歴史を再評価すべきであるとの考え方が，当時の有田では十分に理解

されていなかったためである。幕末維新期に活躍した有田の企業家に対する歴史的評価に

ついては，その後合本組織香蘭社や精磁会社の歴史に対する再評価へとつながり，２０１６

（平成２８）年における有田焼創業４００年事業で本格的に取り上げられた�。 
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�　鈴田由紀夫監修『明治有田超絶の美―万国博覧会の時代―』世界文化社，２０１５年。精磁会社に
ついては，蒲地孝典『幻の明治伊万里―悲劇の精磁会社―』日本経済新聞社，２００６年を参照。
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�　『有田町総合計画』における観光プラン

１９６３年に有田町長となった青木類次は，常に「伝統文化の向上と豊かな町づくり」を目

指して諸施策を計画，推進してきた�。有田町総合計画では，まず基本構想について説明

を行い，「国際的な陶磁文化のまち　肥前窯業圏中枢のまち」の建設を目指す計画を推進

するべく，特色ある町並みの創成を行うべきであるとして有田町を「赤絵どおり」「触れ

あいどおり」「ショッピングどおり」の空間に分けて町づくりを行うとともに，「自然，歴

史と有田焼を生かした，観光の振興」を図ることを目的に，住民と産業界が一体となって

産業観光地としての条件整備を進めるべきであるとの基本理念が打ち出された。有田商工

会議所と隣接する有田陶磁美術館は有田観光の重要な施設であり，会議所周辺を「裏通り

巡り」の出発点として，案内と休憩，駐車スペースの整備を行うことを明記している。

１９８０年に白磁ケ丘の磁石場の一部が国の史跡となり，有田歴史民俗資料館や陶工碑などが

同地周辺の重要観光ポイントとなるなど，有田町の観光政策について具体的な見解が述べ

られた。

基本計画の「第１編　産業とくらしを支える基盤づくり」では，「国際的な陶磁器文化

のまち」を有田のまちづくりの基本目標に据え，国際的知名度の高い景徳鎮市・マイセン

市などとの友好と産業界・学会の交流を促進し，国際観光の基盤整備を進めるためには有

田を訪れる外国人の受け入れ施設の整備と町民の国際的感覚の啓蒙推進が必要であると指

摘している。また「第４編　教育の振興と文化の向上」では，窯業大学校・窯業試験場の

内容充実を図り，ニューセラミックス開発を進めるとともに，観光政策を通じた有田焼の

宣伝，窯業に加えて商業など他産業の育成を通じた地域活性化策を講じるべきであるとの

主張がなされている。自然・歴史文化・窯業と有田観光との連携を通じた政策について強

調するとともに，武雄・嬉野温泉，平戸・佐世保・伊万里などの観光資源との連携を通じ

た観光の広域化についても指摘した。とりわけ歴史的文化遺産である古窯跡などの産業遺

産を保存・継承するために歴史公園の整備に努め，観光資源として効果的に活用しながら

地域文化の振興に資することを強調している。

「第５編　活力ある産業の振興」では，「第５章　自然・歴史と有田焼を生かした観光の

振興」の中で，「日本磁器発祥の地有田を全世界に知らせるため，情報の提供，物産と観

光展の催し，観光宣伝隊の派遣，観光案内所等によるサービスの提供，九州陶磁文化館等，

文化諸施設の受入体制の充実を進めてきた。又，自然と歴史に育まれた町民一人ひとりが
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�　青木類次「「有田町総合計画」策定にあたって」（『有田町総合計画―国際的な陶磁器文化のま
ち　肥前窯業圏中枢のまちをめざして―』有田町，１９８５年）。
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受入体制としての器になるように観光に対する認識の向上に努め，自然・歴史・産物と同

じように一つの観光資源になるよう心がけなければならない」と述べている。また観光資

源として陶都有田の生産空間や文化・生活様式の保存・復活，周囲を自然に囲まれた産業

観光都市としての景観創出など，伝統産業と観光活動の交流を通じて有田観光のイメージ

づくりを推進し，国際的観点に基づく観光客の誘致に努めながら通年観光振興を図るため

にも有田観光協会の組織強化を図り，観光ルートの整備を進める計画を提示した。

その際，陶器市や有田おくんちなどの祭りをピークとして盛り上げ，伝統ある奉納大相

撲や民俗芸能を加えることで大衆受けする催し物を企画することも掲げられた。図１に示

したように，観光コースとして「外山ドライブ」「赤絵町・観音山」「陶芸作家村」「陶山

神社」「トンバイ塀の細道」「泉山磁石場」の６コースを提案するとともに，それぞれのエ

リアで注目される窯元や古窯跡，資料館や美術館などの見学スポットを用意し，広範囲に

わたる有田皿山のエリアを楽しむコースとして「有田散歩コース」を設定した。古陶磁を

中心に，窯場や絵付，ロクロ場と陶工たちの精緻な技術を目の当たりにすることで，有田

の魅力を堪能してもらう産業観光の理念がマスタープランで謳われていた。並行して古窯

跡の発掘調査や古陶磁研究が進むことにより，有田町内に存在する豊富な遺跡や文化財を

有田町観光に活かすための取り組みが九州陶磁文化館や有田焼参考館などの展示施設にお

いて活発に続けられた。 
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図１　日本磁器発祥の地 有田散歩コース

〔出所〕『有田町総合計画―国際的な陶磁器文化のまち　肥前窯業圏中枢のまちをめざして―』有田町，
１９８５年，２６３�２６４頁。
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�　世界・ の博覧会開催と『有田町新総合計画』

１９９０年代以降，佐賀県は隣接する福岡県や長崎県などの観光県と連携する形で国際化に

よる地域の活性化に取り組み始めた。佐賀県が『住みたい県日本一』の実現に向け，目指

すべき地域像を『人と自然と文化の交響県（シンフォニー）・佐賀』と定め，佐賀県の歴

史や伝統，豊かな自然や暮らし，そこから生まれた文化の素晴らしさを世界に発信してい

くべきとの考え方を掲げたものである�。

ジャパンエキスポとは，通商産業省が特定地方博覧会制度をもとに１９９２年から２００１年ま

で全国で通算１２回開催した地方博覧会で，地域活性化を目的として実施した事業であり，

佐賀県の世界・ の博覧会（以下，世界 博と略す）では，国際化に向けて「歴史に学び，

未来を創造する」「地域を愛し，世界と交流する」をテーマに掲げ，佐賀県の有田地区を

中心として，唐津・伊万里・武雄・吉野ヶ里の各地に加えて，福岡県や長崎県のサテライ

ト会場を結び，「やきもの」の文化を通じて世界の人々との交流を図ることを企図した。

有田ではファインセラミックス製品の開発を香蘭社などの中堅陶磁器メーカーが取り組ん

できたこともあって， 先端の技術の研究と開発を推進する上で国際的な２１世紀型モデル

都市を佐賀県が目指すとの理念に基づき，世界 博の開催を決定した�。

歴史と文化に基づく産業観光を目指す有田町としても，佐賀県が打ち出した世界 博の

構想が一つの重要な契機となり，「人間」軸として「地域・世界」「歴史・未来」の視点，

「文化」軸として「地域・文化交流」「世界・芸術交流」「歴史・文化体験」「未来・文化創

造」の視点，「産業」軸として「世界・産業交流」「未来・産業創造」の視点から会場を構

成することで，有田のメイン会場で来場者が体感できる諸施設を設けるという観光事業に

着手した。有田町では，先に㈱有田 VOC が有田ポーセリンパークを開業し，長崎県のオ

ランダ村が運営するテーマパーク・ハウステンボスとも連動しつつ，マイセン磁器を主な

テーマとしたレジャー施設を立ち上げており，バブル崩壊の余波を受けて停滞しつつあっ

た陶磁器業界の未来について考える機会を有田焼業界の人々に与える結果ともなった。

有田町では総合開発審議会が１９９２年に基本計画見直しについて諮問を行い，１９９４年に総

合開発企画委員会を開催し，１９９５年より有田町におけるまちづくりの基本方向となる「に

ぎわいづくり」「サービス化」「ものづくり」の具体策について個別会議を開催した後，

１９９６年に町民懇話会を開催して原案を作成，同年１２月の有田町議会で議決した�。『有田町
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�　世界・ の博覧会準備委員会編『やきもの新発見　世界・ の博覧会基本計画』，１９９３年，１頁。
�　前掲『やきもの新発見　世界・ の博覧会基本計画』，１８頁。
�　『有田町新総合計画１９９７』有田町，１９９７年。
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新総合計画』の基本計画「第１章　にぎわいのあるまち」では，町の中央部に交流セン

ターを整備して「ミニ陶器市」や作品展示会を行い，窯業体験センターを設置して観光客

や一般住民に陶芸の楽しさを知ってもらうなど，宿泊施設を交流センター地区に整備する

方策を提起した。さらに観光資源の活用を進めるため食文化研究会を設置し，器とのセッ

トに基づいた食べ方の研究に取り組み，商品化に加えて，生活者と観光客との交流を図る

ための陶器市や有田皿山まつりほかのイベントを盛り上げる方策についても明記している。

「第２章　活力あるまち」では，観光産業を振興するため広域観光ネットワークを構築し，

町並み保存対策に基づき，伝統産業都市として歴史文化遺産と観光との連携を図るための

観光コースを設定するといった具体策が示された。

これらの観光プランに関しては，世界 博開催後に，赤絵座・ロクロ座の開設，有田館

の設置など，観光客向けの体験スポットや観光案内所の具体的施策として実現をみた。有

田町の観光客数を示した図２にみられるように，有田町の年間観光客数は世界 博が開催

1314

図２　有田町観光客数の推移（１９７３�２００４年）

　　　〔出所〕有田商工会議所調査資料より作成。
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された１９９６年に２００万人を突破し，その後２００３年の有田陶器市百回記念時に再び増加した。

とりわけ陶器市における売上額が２０００年以降増加傾向にあり，世界 博が終了した後，陶

磁器業界の不況も大きく影響して有田町を訪れる観光客の人数は高止まりの状態となった

ため，２００５年以降，秋の陶磁器まつりや有田雛のやきものまつりなどの新イベントが実施

されるに至った。方向性としては世界 博以降，通年観光に向けた努力が重ねられること

によって有田では産業の町から観光都市へと急速に町の状況が変化していき，陶磁器業界

の停滞が長期化することでその傾向は一層強まった。１９９９年にはマイセン市姉妹都市２０周

年を迎え�，マイセン市との国際交流が活発化する一方で陶磁器業界の低迷が次第に問題

化し，東京ドームを会場として毎年開催しているテーブルウェア・フェスティバルへの継

続的な参加や，２００３年に１００回目を迎えた有田陶器市での来場者１００万人超えなどの動きを

受けて，高級有田焼を購入する観光客主体の観光から，窯業を通じた体験中心の滞在型観

光へと有田町観光は大きく舵を切ることになった。
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� 有田町では有田マイセン姉妹都市提携２０周年を記念して１９９９年５月３～５日に「有田とマイセ
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